
医療保険披保険者資格確認検討会（某1巨l）  

議事次第  

平成17年8月5日（金）  

10：30′、  

専用第19会議室（17階）  

議 題  

1 構成メンバーの決定等  

2 被保険者証及び資格確認の現状  

3 過去の実証事業結果等の報告   

（1）熊本県八代市（平成7年度～平成16年度）  

調査結果報告書（平成16年5月）【社会保険庁】   

（2）愛知県豊田市（平成13年度：IT装備都市研究事業）  

豊田市ICカード利用実証実験コンソーシアム  

事務局：（株）メディコ・メディア   

（3）厚生労働科学研究費補助金  

平成16年度：保険証認証システム  

担当研究員：里村千葉大名誉教授等  

4 今後の検討課題、スケジュール等   



医療保険被保険者資格確認検討会について  

1 経 緯   

保険医療機関等において被保険者の受診時等に資格確認ができることは、  

保険医療機関等における診療報酬請求や保険者におけるレセプト点検業務の   

効率化につながるものと考えられる（返戻（資格）は年間約900万件弱 0．   

7％）。  

また、「IT政策パッケージ2005年」（平成17年2月24日IT戦略   

本部決定）でも、資格確認システムの環境整備の推進方策について検討を行   

い平成17年度に結論を得ることとされた。   

本件資格確認には、少なくとも医療機関等における資格確認作業と照合す   

べき保険者におけるデータベース構築が必要となる。   

そのため、本件資格確認をシステム化するには、システム業界を含め幅広   

い関係者の調整が必要となることから、今般、これら関係者からなる検討会   

を設置する。  

2 検討内容   

（1）過去の実証試験の成果報告の検証（検討課題、解決方法等）   

（2）医療機関等での資格確認方法（データ入力、被保険者証のIC化等）   

（3）システム構築方法（データベース仕様、ネットワーク方式等）  

3 構成メンバー   

（1）行政   

（2）医療機関等   

（3）審査支払機関  

（4）‘保険者  

具体的には、厚生労働省（保険局、社会保険庁）、日本医師会、日本歯  

科医師会、日本薬剤師会、社会保険診療報酬支払基金、国民健康保険中  

央会、健康保険組合連合会とする。  

＊オブザーバー として、保健医療福祉情報システム工業会及び傘下企  

業を入れ、必要に応じて技術的なアドバイスをもらう。  

4 日程（案）  

平成17年8月5日 検討開始   


















